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ひとり親家庭の多様化を踏まえてご議論いただきたい事項 

 

※「➢」は前回部会における委員からの関連意見 

 

１．多様化を踏まえたきめ細かな支援体系 

〇 どのような階層別支援が考えられるか。 

～ 「福祉的支援を中心に行うべき層」、「子育てと両立しながら正規就業を 

目指す就業支援を行うべき層」、「正規就業を前提に、定着や収入上昇を目

指す就業支援を行うべき層」があるのではないか。 

 

 

    

➢  母子世帯の母の学歴就業構造には年代差、地域差が大きく横たわっていることから整理が必要。 

➢ 年間収入 200万円未満の世帯は厳しさが際立っており、就業支援を中心とした支援や現物給付
だけではなく、信頼できる支援者との関係を築きながらの伴走型支援が必要。 

➢ フルタイムで働いていると、パートから脱出しようと思ってもハローワークなどの就労援助が受けにくく、
辞めてからでないと支援が受けられない点を改善すべき。 

 

〇 困難の度合いを把握する客観的要素として、年収以外に、どういったものが

考えられるか。 

 

 

 

➢ ひとり親世帯の場合、所得変動リスクを一人で負うこととなり、それがメンタルに影響したり、生活設

計の立てにくさにつながる。所得水準だけでなく、所得の上下動、不安定性に注目することも必要。 

➢ 収入だけではなく家計のひっ迫度、支出の構造、あるいはその安定度など多面的に金銭的な問題を
考えることが重要。 

➢ 健康の問題は、就労や子育てなどを制約する深刻な条件であることから、健康の問題に焦点を当て
ることも重要。 

➢ 所得の多寡以外に、生活の満足度に影響している要素についても見ていく必要がある。 

約 20 年前は、年間就労収入「200 万円未満」の母子家庭の母が約 7 割。直近で

は、5 割弱に減少し、「300～400 万円未満」「400 万円以上」が大幅増。 

調査研究結果によると、心身の健康、家族内で手助けや見守りを要する者の存

在、子どもへの接し方や子どもとの過ごし方、子どもの健康管理などに困難を

抱える家庭が把握された。 
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２．特に厳しい状況にある家庭への対応 

〇 多様な困難に直面し、特に厳しい状況にある家庭を確実に支援につなぐに

は、どういった方法が考えられるか。 本当に必要な人に情報を届けて活用し

てもらえるよう、手続きを踏むところまでサポートできると良いのではない

か。 

➢ 所得以上に保護者、こどもの精神状態、疾患などが影響している。複合的な課題を抱えているこど
もの場合、その関わり方も変わってくるが、現在の制度や事業では対象が一緒くたにされている。 

➢ 困難を抱えたこどもや家庭とつながるための手法として、単一的なアプローチだけでは難しい。居場所
だけではなく、アウトリーチや関係機関との連携など、地域単位で様々なメニューが揃っていることが重

要。 

➢ 重篤な状態に至る前にできるだけ早くアウトリーチし、寄り添い型の支援を行うということを制度として
実現していくことが重要。 

➢ ひとり親になった時点で応援プランを作るなど、当たり前のサービスにしなければ支援を必要としている
家庭へのアクセス、掘り起こしは難しいのではないか。 

 

〇 対人支援だけではなかなかつながることができないような家庭が現金給付

的な支援をきっかけにしてつながってくるケースが多い。対人支援と現金給付

的な支援の組み合わせは効果的であり、今後の一つの方向性ではないか。 

➢ 生活保護の手前の給付制度として、現金やクーポンの配布を国の施策として考えても良いのではな
いか。 

 

３．当事者に寄り添った適切なアセスメント 

〇 困難を可視化し、数年後に目指す姿を見せていくことが重要ではないか。 

〇 子育て分野の人手不足も踏まえて、自立支援員等の質の担保・専門性の向上

が重要であり、アセスメントやケースワークのノウハウを開発し、横展開する必

要があるのではないか。 

➢ 親自身の困難とこどもが抱える困難は全く別であり、こどもと親のニーズ、困り感を分けてアセスメント
をしながら、それぞれに必要な支援を届けることで、親にも子にも寄り添うことが必要。 

➢ 全国で行われている支援者向けの講座を取りまとめて分類し、見える化する仕組みが作れないか。 
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４．困難に直面している親とともに暮らすこどもの状況を踏まえた、こどもに寄

り添った支援 

〇 親が生活面や仕事面で困難を抱えている場合に、こどもが「親」や「周りの大

人」に求めたいことは何か。どういった環境を整える必要があるか。 

   ～「病気や不調が治ってほしい」「仕事を頑張って欲しい」「もっと休んで欲し

い」「もっと一緒の時間を過ごしてほしい」「親とは別に自分の希望を聞い

てほしい」など、個別に異なるのではないか。 

➢ こどもである自分には何ができるのか、どこにそれを相談したらいいのかという葛藤に対し、こどもにもで

きることを提示してもらえる場所、環境づくりが大事。 

➢ 学業以外について相談できる場所を提供したり、スクールソーシャルワーカーの稼働日数を増やして
相談をしやすくするべきではないか。 

➢ こどもは親が日々頑張っていることを分かっているので、困っていることや、こうしてほしいということを素
直に伝えられずに我慢することがある。特に中学生になると、学校の先生以外の大人と出会う機会
がないので、身近な場所でいろいろなことを相談できる場所があったら良いのではないか。 

➢ 一緒に遊んでほしい、自分の考えや気持ちを聞いてもらえる話し相手になってほしい、というのがこども
から求められること。そのために必要な環境として、親と一緒にいる時間が必要。また、親以外に頼れ
る場所として、自由に出入りできる他の家庭や居場所が必要。 

 

〇 ひとり親家庭や生活に困窮する家庭のこどもにとって、家庭や学校以外の場

や、そこで出会う大人は、どのような意義があるか。 

➢ 自分のロールモデルとなる人を見つける、将来こんな人になりたいなと想像することができる、様々な
職業の選択肢や可能性を探すことができる場として大きな意義がある。 

➢ 家族以外にこどもの成長を見守ってくれる存在がいることで、親がこどもに関して全てをやらなければい
けないというのではなく、こどもにとっても自分の成長を見守ってくれる大人がいるという安心感につなが
る。 

➢ 親以外の大人とのつながりがその子自身の自己肯定感にも影響するかもしれない。親とは違う価値
観や考えに触れることで、いい意味で自分の親の言うこと、教えることが全てではないということを知る

ことができる。 
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〇 こども自身が、基本的には親に頼らずに、自ら利用できる支援としてはどう

いったものが考えられるか。 

➢ 悩みを気軽に相談できる場所が必要。大学に窓口を作って生活費について気軽に相談に行けた
り、チャット型の相談ができると良い。 

➢ 進学をメインにしている高校では就職に関する情報提供やサポートを受けられない。家庭の状況は
様々であり、就職という選択肢を持てるような情報提供をすることも大事なのではないか。 

➢ 悩みを抱えている同世代と出会える場所が必要で、こども食堂や学習支援、フリースクールは大きな
価値があるが、校外にある場合は情報が届かずこども自らリーチすることが難しい。校内にあるフリース
クールは、こどもたちにとって一番利用しやすく、見つけやすいのではないか。 

➢ 親以外にも信頼できる大人が周りにいて、勉強や宿題が分からないときに聞けるところがあったら良

い。 

➢ 児童館、図書館、公園などはこどもが自力で利用できると思うが、地方では親の送迎無しでは利用
できない場合もある。こども向けのイベントや地域住民が運営するフリースペースなど、ひとり親や貧困
かどうかに関わらず、多くのこどもが放課後の居場所や休みの日の行き先として利用できる場所があ
れば良い。 

➢ こどもが自立できるこどもまんなか社会を目指すために、現在、困難に置かれているこどもたちへの支
援に加えて、これからそのようなこどもたちを増やさないためにどうするべきかという二軸で考えることが重
要ではないか。 

 


